
経営支援のDX化を実現するクラウドシステム

経営者の想いを読み解き 意思決定を導くパートナーとして

AIを中核にした経営支援プラットフォームを提供しています

経営支援

カルテ

支援履歴 深掘り

リノベース
（資料ライブラリ）

企業創造



「Keytas」は『経営者の想いを読み解き、意思決定を導くAIパートナー 』をコンセプトに
 AIを中核とした経営支援プラットフォームを提供しております。

 AIが担える業務はAIに任せ、人だからこそできる価値ある支援に集中する。
 Keytasは、経営支援をよりスマートに、より強力にバックアップします。

Keytas コンセプト

経営支援システム「Bizミル」のリリースから10年。
これまで数多くの支援機関様にご利用いただき、誠にありがとうございます。

また一昨年より、成長を志すクライアントと支援者をつなぐ
経営支援システム「Keytas（キイタス）」をリリースし、現在では多くの支援機関様に導入
いただくなど、経営支援の現場で幅広くご活用いただいております。

昨今は、経営環境の変化が激しいVUCA時代と言われ、企業経営を支える支援の現場において
も、多くの知識、ノウハウ、サービス力が求められています。
こうした背景を踏まえ、この度「Keytas」は新たなステージへと進化をいたします。

本資料では「Keytas」のコンセプトおよび新たな選択肢となる「Keytas Advance Record」を
ご紹介いたします。
本システムをご利用いただき企業経営に新たな支援をご提供いただけると幸いです。

ご挨拶
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旧ロゴ 新ロゴ

ブランドロゴ リニューアル・サービス拡張のお知らせ
サービスの拡大に伴い、より幅広い業種・支援者の皆様に親しんでいただけるよう、
ブランドロゴを一新いたしました。シンプルさと視認性を重視したデザインとなっています。

さらに 2026年 春より「Keytas」は名称を 「Keytas Advance」 に変更し、長年ご利用いただいて
きたBizミルの系譜を受け継ぐ新サービス「Keytas Advance Record」をリリースいたします。

新たに登場する２つのKeytasが、支援の質を「作業」から「クリエイティブ」へと塗り替えます。
日々の支援業務をシンプルに支える「Keytas Advance」、
そして支援の軌跡を価値ある資産へと変える多機能版「Keytas Advance Record」。
これら 2種のサービスを展開してまいります。



KeytasKeytas

こんな方におすすめ！こんな方におすすめ！
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Keytasは企業情報を軸に、外部・内部環境分析やSWOT分析、財務分析などのフレームワークを
活用し経営分析からさまざまな経営課題の解決までを支援する経営支援システムです。
創業支援から事業承継まで、あらゆるフェーズにおいて、支援業務をスムーズに進めるための基盤
としてご活用いただけます。

のご紹介

経営支援の入口として
企業を簡易的に分析したい

SWOT分析などを用いて
効率よく支援を始めたい

経営支援ツールとして
シンプルに活用したい

経営支援のPDCAを回したい

過去のファイルを経営支援の
財産として有効活用したい

音声を記録し、想いや課題を
漏れなくヒアリングしたい

複数人・組織全体で
経営支援をしたい

実行支援

アイデアの

具体化

常に変化する経営状況に合わせて
KeytasがAIを活用し、状況に応
じたアイデアを具体化。支援の流
れを整理しより実践的な経営支援
につなげます。

経営分析

企業情報やヒアリングをもとに
SWOT分析を通して内部・外部
環境から現状を可視化。
AIによる精密な分析が、経営支
援をサポートし、業務効率の向上
が期待できます。

事業計画と戦略の策定

分析によって明確になった課題に
ついてAIが内容を整理・検討し
解決に向けた対応策や戦略を具体化
します。
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・決定

対話を価値に変える。

意思 ・行動のDX
AIと共に拓く新しい伴走支援のカタチ
Keytas Advance Recordは、経営支援の現場で培ってきた弊社の思想とAI技術を融合し、経営者に
寄り添う伴走支援を実現する経営支援システムです。経営者の「想い」や「判断の背景」を理解し、日々
の意思決定から行動までを共に支えます。経営分析や事業戦略、想定リスク、支援アドバイスを通じて、
経営支援者にとっての「新たなパートナー」として 経営者の次の一歩をともに後押しします。

経営支援から得た情報を集約し、経営の考え方や
これまでの取り組みを把握しやすくする機能です。
企業の志や事業アイデア 競争環境 リスク等を整理
し、今後の経営・事業戦略に役立てるための
情報基盤として活用できます。

各種資料を管理し、経営分析や事業戦略の
材料として活用します。断片的なデータを
つなぎ、リノベーションし、支援施策立案
や事業構想に活用できます。

detabase

未来の

資産へ

、

リノベース

、

（資料ライブラリ）



支援履歴

深掘り機能Ver.Up
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３C

マクロ
ミクロ

経営資源

課題

SWOT
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・このリスクへの対策は？

・競合の動きは？

※画面は開発途中のもの、またはイメージ図です。

支援者と「いつ、どこで、だれが、だれに、どのよう
な」会話をしたのかを音声録音し、文字化します。
過去の支援履歴をもとに、次の支援アドバイスへ活用
することで、経営支援のPDCAを実現します。

支援時の相談内容に応じて、
企業別の視点や助言を提示します。
AIがヒントを提供することで、経営支援者のスキルを
平準化し、支援の質を一定に保ちます。

個々の企業情報を基に、
経営分析・経営戦略の立案を支援します。
複雑な現状を整理し、戦略の骨子をまとめる作業を
効率化。経営戦略の考え方を整え、支援の道筋をつ
くります。

企業創造

支援内容支援履歴

相談内容

担当

日時

振り返り
2025/10/00

2025/10/00

支援アドバイス

2025/10/00



他自治体でも導入が進んでいます！

またAIによる客観的な指摘は「人から言われるより冷静に受け止められる」や「精神的な負担が

少ない」といった声もあり、弱みやリスクを素直に見つめ直すきっかけとなっています。

自分では気づけなかった視点や統計に裏付けられた提案に「すっと腹落ちした」と語る場面も

見られました。支援者側にとっても創業者の思考整理が進んだ状態で議論ができるため、支援の

深度が増し、本当に必要なアドバイスに時間を割けるようになっています。

創業支援における「気づき」と「納得感」を生み出す

Case Study

加須市商工会
創業希望者にとって、自身の「想い」を事業として形に

するための分析や計画づくりは容易ではありません。

加須市商工会では、創業者の想いを大切にしながら

短時間で自己理解や市場分析を深められる環境づくりを

目指し、創業塾においてKeytasを活用しました。

これまで時間がかかっていたSWOT分析も、Keytasに

思いついた内容を入力するだけで、関連する視点を幅広

く提示してくれるため、短時間で深い気づきを得られる

ようになります。

活用シーン：創業塾
・SWOT分析・事業環境分析・深掘り機能
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「こんなふうに書けばいいのか」「考えが整理された」と 事業計画作成に前向きに取り組める

ようになった創業者もいました。

伴走支援を強化している支援機関で、「Keytas」の導入が進んでいます。

AIにより外部環境分析やSWOT分析を短時間で作成でき、
より本質的な経営判断や具体的な施策の検討に時間を充てられるとご好評です。

また、企業情報の共有により、継続的な経営支援を実現するために活用されています。



詳細、価格につきましては、お気軽にお問合せください。
株式会社エイチ・エーエル　経営支援システム事業部　
〒170-0013
東京都豊島区東池袋１－１８－１　２０階　 Wework Hareza池袋
 Tel : 050-8883-1919　Fax : 050-8883-1920　
 E-mail : keytas@hal-j.co.jp　

お問い合わせ先

Contact
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活用シーン：
事業復興支援や継続支援における弊社ヒアリングの記録石川県　能登支援センター

音声記録から始まる、支援プロセスの進化

Keytas Advance Recordを先行導入した石川県能登支援センターにて面談音声をAIで

記録・整理する機能の検証を行いました。

従来は、相談者と支援員の間で交わされた多くの情報を支援員がその場で整理し、後から

記録としてまとめる必要がありましたが、音声を活用することで、その負担を軽減できるか

を確認する取り組みです。

支援現場においては、面談中にすべてを整理しきれず

後から思い出すのに時間がかかることが課題でしたが、

AIが音声をもとに記録を構造化することで、振り返りや

共有が容易になります。

これにより、支援内容の質を保ちながら業務効率を高め、

継続的で安定した支援につなげられる可能性が示されました。

検証の結果、相談者と支援員の発話内容をAIが適切に整理し、実用性のある支援メモとして

自動生成できることが分かりました。話題が多岐にわたる面談でも、AIが要点を押さえて簡

潔に支援メモにまとめるため、内容の抜け漏れが減り、記録の精度が高まる点が評価されて

います。作成された支援メモを支援員が確認する必要はあるものの、記録作成にかかる時間

は大幅に短縮できることが明らかになりました。

伴走支援を強化している支援機関から、
「Keytas Advance Record」導入希望の声を頂いています。

経営者が発する言葉の端々にある「想い」や、決断に至るまでの葛藤。
そうした経営者の発言や意思決定の背景も、音声データをAIが解析し、

抜け漏れ無く、短時間で支援履歴を作成でき、支援の高度化と平準化に繋がります。
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